
 

 

歴史的な事象やその原因を多面的、多角的に 
考察できる生徒の育成 

―追究する視点の明確化と思考ツールの活用を通して― 

 

≪成果≫ 

視点を明確にし、それをもとに思考ツールを活

用することで、多面的・多角的に考察する根拠

となり思考が深まった。 

≪課題≫ 

視点を明確にする際に、政府や国民など複数の

立場を盛り込む視点を設定することで、より多

角的に思考が深まると考えられる。 

特別研修員 社会 川島 久幸（中学校教諭） 

生徒の実態 

・歴史的事象の一面的な理解にとどまっている 

・個々の事象を関連付けて考察することが苦手 

教師の願い 

・思考を働かせる活動をしたい 

・事象を関連付けて考察する活動を取り入れたい 

歴史的な事象やその原因を多面的、多角的に考察できる生徒 目指す生徒像 

 

【授業実践】 

≪学習課題≫どうして明治政府は短期間で近代国家の建設を目指したのか 

政治 

≪手立て２≫ 

既習事項を再構成する 

思考ツールの活用 
 
学習した内容をチャートに視点ごとに再構成

し、比較・関連付けて、単元の課題に迫る活

動を行う。（視点の数によってＹチャートで

はなくＸチャートやＷチャートを使用） 

追究する視点を設定し、各単位時間の学習内

容がどの視点の内容かを明確にする。 

≪本単元での視点≫ 

○政治 ○外交 ○社会 

≪手立て１≫ 

追究する視点を 

明確にした学習活動 
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